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それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で
最も大いなるものは愛である。 コリントの信徒への手紙 113:13

聖顕四図
神と人とに仕えるキリスト教の愛と奉仕の精神を基本理念とする

アメニティ(快適主義) ヒューマニティ(人間主義 ) □- カリテイ(地域主義 )
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三
島

ト
な
三

九州キリスト教社会福祉事業団
評議員

弁護士法人渚源法律事務所
きよ もと

」滋も青源万里子長
士　

所
籍

　
　

『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
の

中
核
と
し
て
の
い
ず
み
の
園

10
月1
4
日
、
第1
9
回
い
ず
み
の
園
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
経
済
団
体
や
福
祉
施
設
等
か
ら
の
出
店
や
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
の
催
し
が
多
数
あ
り
、
来
場
者
は
3
0
0
0
人
を
超
え

ま
し
た
。
参
加
者
の
年
代
は
幅
広
く
、
普
段
の
生
活
で
は
接
す
る

機
会
の
あ
ま
り
な
い
人
た
ち
が
関
わ
り
合
え
る
こ
の
場
で
6
歳
に

な
る
私
の
娘
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
お
互
い
を
受
け
入
れ
合
う
配
慮
と
思
い
や
り
が
溢
れ
、

訪
れ
た
誰
も
が
つ
な
が
り
合
え
る
空
気
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
敬
愛
す
る
冨
永
健
司
理
事
長
は
、
か
ね
て
よ
り
「『
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
』
の
中
核
を
担
い
、
住
民
や
関
係
機
関
を
つ
な
げ
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
、

社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

い
ず
み
の
園
フ
ェ
ス
タ
に
は
地
域
の
人
た
ち
が
お
互
い
を
受
け
入

れ
合
い
、
つ
な
が
り
合
え
る
空
気
が
あ
り
、
そ
の
空
気
は
こ
れ
ま

で
い
ず
み
の
園
が
『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
中
核
と
し
て
の
役

割
を
担
い
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
仕
事
で
携
わ
る
、
児
童
や
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
、

夫
婦
間
の
暴
力
、
就
労
を
め
ぐ
る
問
題
の
背
景
に
は
、
貧
困
や
子

育
て
の
負
担
に
対
す
る
周
囲
の
無
理
解
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
に

関
わ
る
複
雑
な
社
会
問
題
が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
適
切
な
機
関
に
つ
な
が
れ
る
こ
と
や
、

地
域
の
人
々
が
お
互
い
を
理
解
し
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る

こ
と
で
、
救
わ
れ
る
人
や
、
未
然
に
防
が
れ
る
問
題
は
多
い
で
し
ょ

〉(
/
oい

ず
み
の
園
は
、
来
年
開
設4
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
40
年
と
い

う
時
間
を
か
け
て
、
い
ず
み
の
園
が
地
域
の
方
々
と
培
っ
て
こ
ら

れ
た
つ
な
が
り
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
そ
の
つ
な
が

り
を
基
盤
と
し
、
い
ず
み
の
園
が
よ
り
一
層
地
域
の
福
祉
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団 〒871-o162 大分県中津市永添 2744 TELO979-23 一616 舵)
中 津 総 合 ケ ア セ ン ター い ず み の 園 http:〃www.-zum-nosono 。ip E‐mai1:sogocare@de1uxe.om.neJp



社
会
保
障
審
議
会
分
科
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

冨
永
理
事
長
が
事
業
者
団
体
代
表
と
し
て
意
見
陳
述
し
ま
し
た

来
年
4
月
の
介
護
報
酬
改
定
を
控

え
、
社
会
保
障
審
議
会
o介
護
給
付

費
分
科
会
の
当
事
者
団
体
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
8
、
9
月
の
数
次
に
わ

た
っ
て
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の

ー
環
と
し
て
、
9
月
倍
日

(
水
)
、
-
般
社
団
法
人2
4
時
間
在
宅

ケ
ア
研
究
会
の
全
国
理
事
長
と
し
て
、

当
法
人
の
冨
永
理
事
長
が
『
定
期
巡

回
o随
時
対
応
型
訪
問
介
護
o
看
護

サ
ー
ビ
ス
』
に
つ
い
て
そ
の
推
進
の

立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
、
各
委
員
か

ら
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

冨
永
理
事
長
は
「
地
域
で
生
活
す

る
高
齢
者
へ
施
設
と
同
じ
よ
う
な
安

心
感
を
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
最

期
ま
で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う

希
望
に
応
え
る
も
の
で
ニ
ー
ズ
は
確

実
に
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

に
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
欠
か
せ
な
い
」　

　　　　
-
」分科会におけるヒアリング風景

　　
　

--
r
軽

　
と
述
べ
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

い
ず
み
の
園
で
の
実
践
か
ら
、
2
0

2
5
年
を
目
標
に

.
層
の
展
開
と
、

自
治
体
に
お
け
る
真
剣
な
取
組
に
対

す
る
期
待
を
述
べ
、
事
業
者
団
体
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
終
え
ま
し
た
。

分
科
会
に
て
意
見
陳
述
さ
れ
た
冨

永
理
事
長
か
ら
は
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
た
の
な
ら
ば
光
栄
で
す
」
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。(

経
営
企
画
室
)

第1
7
回
し
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ケ
ア

研
究
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た

Vo- フI EZUMIN 。SONO-DAYOR ー 2

9
月3
0
日
(
土
)
か
ら
の
月
1
日
(
日
)
に
か
け
て
、「
第1
7
回
し
ジ
デ
ン
シ
ヤ

ル
ケ
ア
研
究
会
議
」(
本
部
事
務
局
=
社
会
福
祉
法
人
青
山
里
会
、
現
地
事
務
局
"

い
ず
み
の
園
)
が
、
大
分
県
別
府
市
の
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
約
2
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

方
、
ケ
ア
の
向
上
に
つ
き
、
業
種
、
職
種
を
問
わ

0
墓
磐
。

謝

し
、
今
年
で1
7
回
を
数
え
ま
す
。

　
　
　　
　
　
　

　
　
　
　

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
遠
路
、
別
府
ま
で
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・

会場の風景

(
総
務
部
総
務
課
)

ー

9月 1日付 吉崎 賢治 いずみの丘エステル 運転手
9月 19日付 末度美智子 グループホームベテルハウス 介護員額

議
員

介

介
理調

ス
員

ス

ウ
護

ウ

ム

ハ
介
ハ

ー

ル
ホ

テ
ぜ

テ
愛

べ

き

べ

聖

ム
か

ム

ン

手

ス
員

ス

=
麟

員

　
　

　
　

　
　
　

運
ハ
介
ハ

ー

ル

ル

ホ

ー

ホ

ン

　
　
　
　
　

　
　
　
　

丘

ホ
ビ

ホ

シ

み

一
サ

ー
マ

ラ
ー,
γ

議

　
　
　
　
　

主任

10月 1日付 粉 利治 デイサービス』・れんど館・グループホームベテルハウス介護員兼務

治
子
鈴
り
保

賢
智
美
お
美

美

か

崎
度
田
山
信

吉
末
増
中
武

人事関係 2017年11月24日現在

h
付

付

付

用
-
日

日

日

採

"
1

9

1

"

新
=

治

治

子

利

祐

宏

尾

田

粉

中

坂

付日
【

2
0
1
7
年
度
第
4
回
理
事
会
に
つ
い
て

12
月
4
日
(
月
)
今
年
度
第
4
回
目

の
理
事
会
を
い
ず
み
の
園
本
部
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
議
題
は
、
①
2
0
1
7

年
度
補
正
予
算
(
第
1
次
)
案
、
②
理

事
長
か
ら
の
業
務
執
行
状
況
報
告、
⑨

行
政
監
査
の
実
施
に
関
す
る
報
告、
④

い
ず
み
の
園
各
部
及
び
各
保
育
園
か
ら

の
報
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
(
定

時
評
議
員
会
は
6
月
)
は
2
0
1
8
年

1
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
　

　
　

理
で

(
法
人
本
部
事
務
局
)

せら

　
　

　
　

一
十

和

う
す

.

新

　
　
　
　

名
)

　
　
　
　

武下英二監事

{
′
↑

　
　

採

"
1

1

動

=

,

新
…
月
月
月

異
…
月

1

④
M
m

0

=
9

9
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社
会
保
障
審
議
会
分
科
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

冨
永
理
事
長
が
事
業
者
団
体
代
表
と
し
て
意
見
陳
述
し
ま
し
た



い
ず
み
の
園

ト
ピ
ッ
ク
ス

お問し、合わせ oご相談は

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

◎

開
け

園
-

人
材
育
成

駈
-
=

人
材
育
成
・
研
修
セ
ン
タ
ー
長

岩
崎

深
雪

10
月
m
B
(
金
)
9
=3
0
~1
2
=3
0
「
地
域
交
流
ホ
ー
ム
い
ず
み
館
」

に
て
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
研
修
」
の
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、

2
3
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

D
収
且
ま
冨
止
D
凱
蔓
かぎ
〆
抑= :i十一
州一戸
も
村細さ鮒
J十
ご
水

酌醇密鍋猷対酌榊榊お錦
湖十
二一
」キあ測『増即納r
費
の

こfとで惣域やか講瀞講習安心
L

一二蔚射程一物
縛
陥

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
支
援
活
動
＼
÷
r
土叱
』
謡鴇甲
1
1
、

j

　　　　　　　　　　
　

す
。研
修喉
全
6
回の
行
程で
行
わ/
三
「引証鱒}-越川遭遇
ず

　　　　　
　　　　　　　　
　

　　　　　　　
　

キ
÷
ホ
ー
ン
と
,
イ
ア
体
懸
力
行
わ

/

r
十

!
-
.
..
;
・

に
活
か
し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
で

　

　　
　　
　
　
　

11111---

1,.・1
.

れ
ま
す
o

-
、
‐薄彫俳キー1』
准恩
デ
ー 研修中の様子

園
回
り
総
務
部
部
長
堂
本
高
雄

い
ず
み
の
園
は
2
0
1
8
年
度
に
創
立4
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

昨
年
末
よ
り
「
い
ず
み
の
園
創
立4
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
感
謝
と
「し
れ
か
ら
の
ご
協
力
の
願
い
を

込
め
て
、
来
春
4
月3
0
日
(
月
)
に
開
催
予
定
の
「
創
立
記
念
礼
拝
・
式
曲
こ

の
企
画
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た

　
　
　
　
　
　

、
輔

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
い

ず
み
の
園
フ
ェ
ス
タ
」
は
創
立2
0
周
年
の

年
に
創
立
記
念
感
謝
祭
と
し
て
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
よ
り
ー
層
、

地
域
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

園
図
▼
経
営
企
画
室
主
任
冨
永
義
道

い
ず
み
の
園
は
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
児
・
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
う
事
業
体
と
し
て
3
5
0
名
を
超
す
職
員
が
勤
務
す
る
職

場
で
す
。
部
署
の
異
動
は
定
期
的
に
あ
り
ま
す
が
、「
高
齢
者
の
分
野
の
仕

事
し
か
し
た
こ
と
が
な
い」
、「
他
の
分
野
、
職
場
も
経
験
し
て
み
た
い
」

　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　

眺醗
瀬
野
賜
静
粛
増

特
養
介
護
課
で
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
o

.
,や
ー「
諜

獅

中
島
主
任
か
ら
は
「
入
所
サ
ー
ビ
ス
と
訪

,

者

間
と
で
違
い
が
多
く
あ
り
、
と
て
も
勉
強

「
博
で
十
-

促
胴

-

-

.‐
誌

.

園
閣
▼
在
宅
サ
』
ス
事
業
部
部
長

谷
ロ
弘
美

当
研
究
班
で
は
、
高
齢
者
、
と
り
わ
け
ー
人
暮
ら
し
・
高
齢
世
帯
の
急

増
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
健
康
寿
命
の
増
進
や
介
護
予
防
の
普
及
に
は
、

住
ま
い
の
支
援
と
生
活
支
援
(
日
常
的
な
相
談
等
)
を
一
体
的
に
ど
う
提

供
す
る
か
を
課
題
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
食
事
提
供
が
可
能
な
空

き
家
を
活
用
し
た
共
同
生
活
ハ
ウ
ス
(
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
)
の
研
究
、
ま
た
、

買
い
物
等
日
々
の
生
活
に
お
い
て
気
軽
に
使
え
る
介
護
保
険
の
適
用
外

サ
ー
ビ
ス
の
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
研
究
班
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
中
津
市
民
の
実
情

;
↑

　

　

　
　　　　　

　
　

　

に
即
し
た
当
園
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
是
非
に

つ
い
て
種
々
の
研
究
を
行
い
、
自
由
で
元
気
な
生
活

の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
ー
定

の
方
向
性
を
考
察
す
る
も
の
と
し
て
取
組
ん
で
い
き

だ
ぎ

ま
す
。

　
　

全
国
老
人
福
祉
施
設

研
究
会
議
に
参
加
し
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園

施
設
長

市
川

朋
克

10
月1
7
・
18
日
と
高
知
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
全
国
老
人
福

祉
施
設
研
究
会
議
(
高
知
会
議)
」
に
職
員
2
名
と
共
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
全
国
の
老
人
福
祉
施
設
で
働
く
職

員
が
、
日
頃
の
業
務
の
中
で
の
創
意
工
夫
、
研
究
を
発
表
す
る

場
で
全
国
よ
り
約
2
,
2
0
0
名
の
関
係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
会
議
に
は
、
い
ず
み
の
園
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
護
課
主
任
が
九
州
大
会
で
の
優
秀
賞
の
受
賞
を
う

け
、
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
発
表
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
の
前
で
の
発
表
で
し
た
が
、
堂
々
と
当
園
の
取

組
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
日
、
発
表
内
容
に
つ
い
て
徳
島
県
の
施
設
よ
り
間
合
わ
せ

が
あ
り
、
私
達
の
取
組
が
、
他
施
設
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。発表中の様子

ー
- -ー
ご

　
　

　

=
こ
ご
-
‐

ま
た
今
回
、
様
々
な
施

設
で
取
組
ま
れ
て
い
る
人

材
確
保
の
た
め
の
工
夫
を

学
ぶ
機
会
を
得
て
、
2
0

2
5
年
に
は
全
国
で
お
お

よ
そ3
8
万
人
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
介
護
職
員
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
い
く
ア
イ
デ
ア
や

力
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
研
修
に
つ
い
て

4
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
の
取
組

「
園
内
他
職
場
交
流
体
験
実
習
」
報
告

在
宅
高
齢
者
支
援
事
業
研
究
班
の
取
組

3 1ZUM1NOSON0 ‐DAYO Vo171



14
0
周
年
を
迎
え
る
霊
瞥

・

国

い
ず
み
の
園
の
歩
み

　

地
域
に
感
謝

醗
酵
　
　　
　
　
　
　

2⑪◎1‐平成13年特養ひなまつり

介護保険スタート
/多機能化0

7

ね

.

ハ

2
0

‐
「

　

　

　

　
　　
　

卿
◎

　　　　　　　　 　

　 　
　

　　　　 　.さ さ 将きく
電

導
、
＼-メー

, いずみの島

2Ooi 平成73年いずみ* 左
様子

温

‐
て

子様

‐

の　
　
　　　

"
リ　

前
号
で
は
い
ず
み
の
園
開
設
(
1
9
7
8
年
)
か
ら
〃
介
護
保
険
前
夜
"
の
1

9
9
9
年
ま
で
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
介
護
保
険
元
年
(
2
0

0
0
年
)
か
ら
2
0
0
7
年
ま
で
の
い
ず
み
の
園
の
歩
み
を
写
真
と
共
に
振
り
返

り
ま
す
。
介
護
保
険
施
行
直
後
の
錯
そ
う
し
た
情
勢
の
中
で
私
た
ち
は
"
変
革
"

を
標
梼
し
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
い
、
よ
り
多
角
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
事
業
体
を
目
指
し
、
舵
を
切
っ
た
わ
け
で
す
。
今
回
紹
介
す
る
こ
れ
ら

の
写
真
か
ら
は
、
そ
ん
な
激
動
の
時
期
を
迎
え
た
い
ず
み
の
園
が
「
中
津
総
合
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
L
と
な
る
前
の
、
高
齢
者
福
祉
の
変
革
の
原
点
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
「
多
機
能
化
」
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　 　　
2oo6 平島 8幸もちつきの機≠

離
卿
「

　
　
　

　　
　

に
.FY
影

　
　
--

キ
ー
・

▲r-↓

　　
　
-
-
【
き
ざ
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「ロケしたいまち」中津 1位 脳・るさと甲子園』
映画やドラマの舞台になった全国の55地域が集い、□ケ地とご当

地グルメの魅力を競う「全国ふるさと甲子園」の「□ケしたいまち
ナンバー「」部門1位に、中津市が選ばれた。市は「□ケ地誘致に
弾みがつく」と喜ぶ{。ふるさと甲子園は今年で 3回目で、8月26日

に東京で開かれた。「□ケしたいまち」部門は今年初めて設けられ、
監督やブ□デューサーら映像業界関係者210人の投票で決まった。

結果は今月7日に発表された。
-2017 年9月19日朝日新聞・大分版より抜粋

一

"
・

尤
嚇

夕
さ

怒

線

ン
し

「いずみの園」は2013(平成25)年、保育 o子育て支援事業、介護保険、障がいサービス事業を包括的に提供する「中津総合ケアセンター
いずみの園」と名称を改めました。本年度の事業計画書にも『地域との連携‐福祉のまちづくり』を重点目標に掲げ、“豊かさ"、"楽しさ"、
‘生ごのしやすさ"のまちづくりに貢献する『中津総合ケアセンターいずみの園』の取組を 6回にわたり連載します。

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
づ
く
り
へ
の
取
組

「
救
マ
ー
ク
取
得
」「
福
祉
避
難
所
指
定
」尾甥 訟 鰹 醍 種 誕雛 髭 員 救マーク認定証を授与される冨永理事長 , 」 ・・

特
養
事
業
部

介
護
課
課
長

野
見
山

晃

「
救
マ
ー
ク
」
と
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

店
舗
や
公
共
施
設
等
、
不
特
定
多
数
の
人

が
利
用
す
る
施
設
に
お
い
て
、
万
が
一
誰

か
が
急
病
で
倒
れ
た
場
合
や
ケ
ガ
を
し
た

場
合
に
、
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き
、
な

お
か
つ
救
急
車
の
要
請
や
誘
導
な
ど
を
ス

ム
ー
ズ
に
救
急
隊
に
引
継
ぎ
が
で
き
る
施

設
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

交
付
に
は
①
普
通
救
命
講
習
以
上
の
修

了
証
を
持
っ
て
い
る
従
業
員
が
、
営
業
時

間
中
に
『
名
以
上
は
常
に
勤
務
し
て
い
る

事
②
緊
急
時
「
通
報
や
応
急
手
当
の
実

施」
、「
安
全
確
保」
、「
車
両
の
誘
導
」
な

ど
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
協
力
が
で
き

る
こ
と
⑨
A
E
D
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ご
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　　難
と当時の新貝市長)

　
　すやL)の活生

　　
　

　

「-
{.

・

i

　
　

　
　

い
ず
み
の
園
で
も
今
年
の
7
月
と
8
月
、

計
3
回
に
分
け
1
8
1
名
の
職
員
が
、
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
①
の
条
件
を
満
た

し
た
こ
と
に
よ
り
、
救
マ
ー
ク
取
得
の
申

請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
竹
月1
2
日

に
は
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
ア
リ
ー
ナ
に
て
認
定

授
与
式
が
行
わ
れ
、
当
法
人
冨
永
理
事
長

が
代
表
で
認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ず
み
の
園
で
は
、
災
害
時
に

中
津
市
か
ら
の
要
請
に
よ
り
特
別
な
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
(
災
害
時
要
援
護
者
=

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、

病
弱
者
等
)
を
、
福
祉
施
設
で
受
け
入
れ

を
行
う
「
福
祉
避
難
所
」
の
指
定
を
2
0

1
3
年
よ
り
受
け
て
お
り
ま
す
。
此
度
の

「
救
マ
ー
ク
」
取
得
も
加
え
、
よ
り
地
域

の
方
に
開
か
れ
た
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
、
職
員
一
同
取
組
ん
で
い
ま
す
。

中
津
市
の
介
護
予
防
委
託
事
業

(
リハ
職
派
遣
事
業)
を
行
っ
て
い
ま
す

鱈
)
リ
ー
義

今
年
度
い
ず
み
の
園
で
は
、
中
津
市

の
委
託
事
業
で
あ
る
「
2
0
1
7
年
度

リ
ハ
職
等
派
遣
事
業
」
を
受
託
し
、
法

=
人
内
の
り
ハ
関
係
職
種
の
地
域
へ
の
派

=
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
目
的
は
、
地
域
に
お
け
る

…
介
護
予
防
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
に

=
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
手
段
と
し
て
、

…
在
宅
.
施
設
や
介
護
事
業
所
(
訪
問
・

…
通
所
型
)
に
リ
ハ
職
等
を
派
遣
し
、
ケ

…
ア
ブ
ラ
ン
作
成
者
(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
)

…
や
介
護
事
業
所
職
員
が
同
席
す
る
こ
と

…
で
、
専
門
職
に
よ
る
助
言
・
指
導
内
容

…
か
ら
専
門
的
な
視
点
の
習
得
を
促
し
ま

…
す
。
自
立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
に

‐
向
け
た
関
係
従
事
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト リ

ハ
ビ
リ
課
課
長

高
倉

哲
也

(
理
学
療
法
士
)

力
向
上
な
ど
の
人
材
育
成
や
介
護
事
業

所
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

当
園
か
ら
の
派
遣
職
員
は
、
歯
科
衛

生
士
・
管
理
栄
養
士
・
作
業
療
法
士
・

理
学
療
法
士
の
4
職
種
が
出
向
し
て
お

り
、「
自
立
支
援
を
目
指
し
た
運
動
指
導
」

や
「
□
腔
機
能
低
下
予
防
の
助
言
・
指

導
等
」
、
「
栄
養
改
善
に
向
け
た
助
言
o

指
導
等
」
や
「
住
宅
改
修
・
福
祉
用
具

等
の
効
果
的
実
施
へ
の
助
言
指
導
」
な

ど
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

添
付
し
て
い
る
写
真
は
、
相
談
者
の

身
体
状
況
に
合
わ
せ
た
自
主
訓
練
メ

-■ユ
ー
を
立
案
し
た
際
に
お
渡
し
し
た

資
料
と
な
り
ま
す
。

　　　　　

　

も

4

も

継 o「や鰹 艦」と懸疏 の負荷
＼,

鰹
馨嘘 罫お止限らず‐目州* た

ー ;
た .しノ o痛みが生じる場合は運動中止

l o通勤中は呼吸を止めないでください

ー
対角の手足5~・⑩ 」 濯ぎ慶事農≦;;* くと、ひ獅

み

@ り 体幹トレーニング
　　　　　 　　　　が

霊
　
　回

肺

　　

『
ト
¥
.
右

　
　

　

'
111
1

クツキ

シリーズ旧 40周年を迎えるいずみ鴎園灘歩み

　　　　　　　　　　　　
- 僅嵩しやすい申灘づ《⑤』-
第2回 :特養事薬部
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r 1- 「O

　　
　

　

　　　　　　 　

ゑ

ー、
語

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
き
ぜ

屯
二
~

課
長

河
野

和
樹

他
月1
5
日
(
日
)
、
い
ず
み
の
園
か
き
ぜ
サ
ポ
ー

もちつきの様子

の し当 り楽 恒 る蛎 ト

　　　　　　　　　　
　　 　　　　　　　
泳いぎ響き裏芝雪寿
地 まれ雪嘩で通お

候
の
関
係
で
お
餅
を
作

、

る
場
所
を
急
き
ょ
変
更

一

メ

ー

ハ
メ

し
ま
し
た
が
、
予
定
よ

‐

リ
早
く
昼
前
に
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
微
力
な
が
ら

あ す ま り しる候 布 ん の い を名 園域
リ oち今 早 ま場 の を へ販 た頂 を の の
が お づ 後 < し所 関 行 の売 つ き超 職 方
と手 くも昼 た を係 い風 と き 、え 員 や
う伝り地前が急でま船↓た杵る合 、
し い に 域 に 、き お し の 千 て と お わ い

園
の
職
員
合
わ
せ
て5
0

す
。
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 官撰

餅 天配さ獅 50の
　　 　　 　

‐ き

た

　
思

′ し、

こま
丸め作業の様子

「E′」

　　
4・:

′′

　 　

4 ワー クラ イフノぐラ ンス

＼ W.L.

2
0
「　　　　 　　 　

　
　

ネーム,奉謝萱
参加した職員の集合写真 日

者
の
ご
家
族
だ
け
で
は

な
く
、
子
育
て
中
の
職

員
も
子
ど
も
達
を
連
れ

て
参
加
す
る
こ
と
が
で

員 な者 リ
も くの ま
子 、ご し
ど子家た
も育族が
達 て だ 、

夕
涼
み
会
は
今
回
が

初
め
て
の
試
み
で
は
あ

子家た
育族が
て だ 、

中 け ご
の で利
職は用

掩涼ノ、壬ハ
ネ
館
の
中
庭
に
て
夕

登露 ,J8

　　　
　　　
　　　
会
場
の
中
央
で
は
ス
イ
カ
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
は
花
火
で
締
め
く
く
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
会
が

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
者
を
始
め
ご
家
族
、
職
員
共
に
笑
顔
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
今
後
も
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
想

い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
様
々
な
行
事
を
行
い
、
楽

し
み
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

メ
メ
て
ず
特
養
事
業
部

介
護
課

1
1

.
ゞ
彰

　
　　　　
　

坐

・

飛

主
任

松
浪

さ
や
か

取 しい か し 終 後 会 き く ヨ綿 る
組 み に っい ご 了 は場 る い 1菓 た こ
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　　　　　
た幕r雪塾薯夏壬癖李ナ採卵 ! きま
た目な今 g 姶じあな - ! ソーや

き
、
多
く
の
交
流
を
深
め

る
「し
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
養
ヨ
ハ
ネ
館
夕
涼
み
会

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
金
魚
す

.・..●●●●●●●

ボ
ボ
一
通
り
楽
市
楽
座
ぁ
き
ま
っ
り
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

ー 母 い
た 日な
い を が
　　　
い し様

1 まて々
す い な

会場の風景

W ・L・Bの取組み ′い′・L・Bの取組み
1 ぶどう狩り 2 ソフトバレー 3 いずみ会旅行
9月2日(土)「いずみ会 (職員親睦会)」

主催で中野観光ぶどう園にてぶどう狩り
を開催しました。当日は天候も良く、朝
早くからのイベントにも関わらず、職員

やシャ□- ムのご利用者、ご家族の方も

含め、計46名の皆さんに参加してし、ただ

きました。

ぶどう狩りは初めての方も多かったで

すが、参加された方から「楽しかったよ !」

「ついつい取り過ぎた(苦笑)」「美味しかっ
たよ !ありがとう !」等のお声をいただ
きました。また、ぶどう園の方も温かい

方ばかりで、巨峰の試食や手土産まで頂

き、皆さん楽しんで帰っていただけたご

様子でした。 (いずみ会幹事)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
r ′ 鰐 ▼ご

キゲギ
ミ′●『′・葡 T ヱ ー"“ 岬

　 　 　　　　
　　

　　　　
r、.= 事キヌ輔 導 rh二番;-・-; ぞ覇 署メド 一 .・r

参加者の集合写真

楽しく汗を流しましたD

「いずみの園」がある中津市永添上ノ原
地区で、地域のソフトバレーチーム力株吉成

され、いずみの園の職員も参加しています。

第 1回の練習は8月24日 (木) に行われ、

し、ずみの園からは7名の職員が練習に参加
しました。

参加者はバレー未経験者も多かったです
が、それでも楽しんで運動することができ

ました。日頃の運動不足を解消することが

でき、参加できてよかったです。

今後は月2回を目途に練習日をもち、色
んな人達と交流しながら楽しくスポーツで

きたらいいなと思っています。

(当日の参加者より)

いずみの園では決まった定休日が無い事
業所や、夜勤等の交代勤務がある部署があ
り、全員で一緒に職員旅行に行くことがで

きません。そこで「いずみ会」という職員

組織で毎月会費を集め、自分たちでそれぞ
れ旅行を計画したものに対して「いずみ会」
から補助を出す仕組みをとっています。
旅行に行くメンバーや行先を自由に設定

することができ、報告の義務など難しいこ

ともないので、年に 1回のその旅行を楽し

みにしている方もとても多いです。旅行の

行先は国内だけでなく、韓国など海タトに行
く職員も多くい
ます。旅行で気 一匙≧-

　 　　　　
分を リフレツ

シユし、また同　　　　　 　 　　　　　　　
‘・も親睦を深 達塾霜鰯婆評議顕.・

きけ,圭三態*
　　 　　　　　

め る こ と で、

日々 の業務の質
の向上にもつな 十 .
がっています。 1.

TEL 23‐1616 せりまで

旅行中の一幕
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い
ず
み
の
園
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ー
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一
炊デイサーピズセンターふれんピ館 介護目

毎日多くの八ヒぷ、沢あい、たく
さんの笑顔をもSいまd‐。常に

感謝の気持ちを持って業務ーご

取組んで Lーます。

ず
精
一

　　　
　

き呂嬉.,

　　
　

　

.
盤
も
キ

ト
-

〆

1
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L

　
　

　

　
　

　

ー

介

在宅サービズ事業部
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西
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勿
正
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キ
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き
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豊 田 篤 志さん
在宅サーピズ事業部
訪問介護課 サービス提供責任者
年齢 =32歳
好きな食べ物 =みかん
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ご利用者の方かS 「ありがと
う」ヒ言って LIただだけるヒ、

二の仕事をやっていてよかっ

こ
こ
で
は
、
い
ず
み
の
園
で
働
く
男
性
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

彼
ら
の
働
き
ぶ
り
を
通
し
て
、
い
ず
み
の
園

の
内
側
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

/′

ノ
/
ノ
ー

入麟したばかりで、まだまだ

覚えるごとがたくさんでけが、

　　　にい
　
　艇

貿

伽土
肥

　

　
　

　
　

　
　
　
　

′-

-

　
　
　

、ゴ
ー
ル
--

　
　

　
　　

　
　
　

一　　　

　　　
お問い合わせ Qご相談は

ヨ
ハ
ネ
館
の
名
前
の
由
来

「「
私
に
つ
い
て
来
な
さ
い
。
人
間
を
と
る
漁
師
に

し
よ
う
」
と
言
わ
れ
た
ー
」

新
約
聖
書

いずみの園の
ノレーツを探る

特
養
に
ヨ
ハ
ネ
館
と
い
う
建
物
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ハ
ネ
は
イ
エ
ス
様
の1
2
弟
子
の
一
人
で
、
漁
を

終
え
て
網
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
時
に
右
記
の
よ

う
に
イ
エ
ス
様
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
お
弟
子
と

な
り
ま
し
た
。

通
常
弟
子
入
り
は
入
門
を
願
う
者
か
ら
先
生
に

願
い
出
る
の
で
す
が
、
イ
エ
ス
様
の
場
合
は
全
く

逆
で
し
た
。
先
生
の
方
か
ら
呼
び
か
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
呼
び
か
け
る
と
い
う
「
O
>
ロ
2
0
」

と
い
う
言
葉
が
「
召
命
・
天
職
o
職
業
」
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
し
た
。
使
命
が
与
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

「
夏
は
来
(
こ
)
ぬ
」

-
鍋
廻紐
自
適瞭
盛
1
1

「
春
夏
秋
冬
ご
と
言
い
ま
す
が
、「
冬

け
長
す
ギ
な
い
か
」
と
い
う
不
満

-

鱒

「

,
」

　　　　　　　
(左から)冨永・有馬 o白津・宮崎 o- 松・垣添・芥川・豊田・松本
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だ
け
長
す
ぎ
な
い
か
」
と
い
う
不
満

・
‐

を
常
々
持
っ
て
い
ま
す
。1
1
月
ぐ
ら
塔
・

い
か
ら
本
格
的
に
寒
く
な
り
始
め
、

年
が
明
け
て
だ
い
た
い
3
月
ぐ
ら
い

ま
で
寒
い
。「
春
」
や
「
秋
」
は
気
付

い
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て

.

い
る
し
、
夏
だ
っ
て
直
前
に
「
梅
雨
」

-

を
挟
む
せ
い
で
い
わ
ゆ
る
「
夏
L
と

豪

い
う
の
は
主
に
8
月
、
正
味
1
ヶ
月

　　　　　　　　　　　　　　　　
　

秋
冬
冬
名
ご
じ
ゃ
な
い
か
、
み
た
い

}
・

鉱に数純旧教虜訳な都触媒柄
嵐
-

な
扱
い
を
受
け
て
い
る
夏
に
思
い
を

ぬ
-w

で
1
☆
朽

馳せ歌が汚い譜弔発
行の究ば
則濁
徹濫
駆

÷

糸
集
往
話
を
き
トY
て
し
ま
す
、
透
-一
才
4
備
メ
ン
バ
、
て

音
(
し
の
び
ね
)
も
ら
す
は
遠
い
日

の
記
憶
。
あ
あ
、
夏
は
こ
ぬ
。
(
義
)

　
　

　

作
っ
て
い
ま
す
、
。
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罰
講
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歳
働

3
1
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・
・
な



10
月
留
日
(
土
)1
0
時
か
ら
、
第1
9

回
「
創
立
記
念
感
謝
祭
い
ず
み
の
園

フ
ェ
ス
タ
」
が
「
い
ず
み
の
園
」
の
敷

地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
心
配
さ
れ
た
天
候
も
な
ん
と

か
最
後
ま
で
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
も
な

く
、
当
日
は
約
3
,
0
0
0
人
を
超
え

る
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
の
吹
奏

創立記念感謝祭第1り回いずみの園フェスタに工

。
≠

ぎ

丁
1
ジ
で
は
、
地
元
の
吹
奏

フ
十
た

楽
団
の
演
奏
ゃ
・
ょ
さ
こ
い
穆

・
大

国園江
川瀬川箱堆丁駆勧靭粉々
駄綱聡い
徹

　
　
　
　
　
　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　

ご来場あ鋤かとうございました。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
、
1
5
0

名
に
も
の
ぼ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

な
ど
、
今
年
も
本
当
に
多
く
の
地
域
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
「
い

ず
み
の
園
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す
る「
し

と
が
で
き
た
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
い
ず
み
の
園
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
)

f

テ

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　　
　
　
　

選富
ん
i
と「創作活動~こみっとあ一と

つきの様子 云場の風景 2 中津支援学校ブースの様子

いずみの園のクリスマス
静愛〔肉・ぁ m 化凝のか (1ん声加篠 山可α月中海みそz(注ご〃ノ・"征

キ
リ
ス
ト
教
を
母
体
と
し
て

2

設
立
さ
れ
た
い
ず
み
の
園
で
は
、

乾

毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
を
盛
大
に
お

罪
-
祝
い
し
ま
す
。
園
内
の
各
事
業

空

所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を

α

凝
ら
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
が

取
り
付
け
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

アトリエ~ 」を開催しました。
し 2 の エ 動 タ 中
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10
月
7
日
(
土
)
に
当
園
の

こ

-
≧
r
;
き
i
}
:
≦
;
÷

ヰ
津
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
1
型
リ
ア
ン
で
「
創
作
活

動
~
こ
み
っ
と
あ
ー
と
ア
ト
リ

エ
~
」
を
市
内
蛎
瀬
の
「
福
祉

の
里
セ
ン
タ
ー
サ
マ
リ
ア
館
」

2
階
の
会
議
室
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

「
こ
み
っ
と
あ
ー
と
ア
ト
リ

エ
」
と
は
、
利
用
者
が
自
由
に

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
、
中
津
教
会
よ

り
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
□
ル
」
の
奉
仕
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
□
ル

と
は
、
礼
拝
の
中
で
歌
わ
れ
る
賛
美
歌
の
一

種
で
、
欧
米
で
は
子
ど
も
た
ち
が
街
の
家
々

を
訪
ね
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
□
ル
を
う
た

う
慣
習
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
園
内
の
事
業

所
を
回
り
、
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
て
い

　　
　

　
　
　

r
引
導

か
も

.
「

　
　
　

園
滋
鱈
き

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　

創
作
の
場
を
広

墓
活
綴
喜

幸

認
何かペ
ン
"

を
使
っ
た
絵

画
、
絵
手
紙
、
発
泡
ス
チ
□
ー
ル
を
好
き
な

形
に
切
り
グ
ル
ー
ガ
ン
で
組
み
合
わ
せ
て
立

体
を
作
っ
た
り
、
木
に
焼
き
絵
を
描
い
た
り

と
、
皆
様
多
様
な
夕
あ
ー
と
"
に
挑
戦
さ
れ

ま
し
た
。
積
極
的
に
自
分
か
ら
何
を
し
た
い

と
い
う
意
思
表-
水
が
み
え
、
集
中
し
熱
心
に

取
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

(
中
津
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
1
型

リ
ア
ン
)

た
だ
<
予
定
で
す
。

ま
た
、「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園
」
で
は
、

ご
利
用
者
、
職
員
全
員
で
ク

リ
ス
マ
ス
祝
会
を
開
催
し
ま

す
。
華
や
か
な
飾
り
付
け
が

施
さ
れ
た
会
場
に
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
職
員
に
よ
る
出
し
物

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
ケ
ー
キ

の
料
理
を
ふ

,
.
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で
ク
リ
ス
マ

ス
を
お
祝
い

1

し
ま
す
。
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勘
当
と

　　　
　

　

す
。
39
年
の
長
い
旅
路
を
こ
こ
ま
で
無
事
に

歩
ん
で
「し
れ
た
こ
と
を
神
様
に
感
謝
し
、
40

年
目
の
新
た
な
1
歩
を
共
に
踏
み
出
し
ま

す
。

(
経
営
企
画
室
)

て

~
総
ら

“
け
た

津
か

向
れ
仲
蝕

に

し

た

、

「978年 4月10日に事業を開始した「中津総
合ケアセンターいずみの園」が来年、創立から

40年を迎え、2018年中使用する「40周年記念

　
　
　

定

と

0

決
愛

す

が
の
謝
ま

」
教
感
リ

ク
ト
に
い

■
ス
域
ま

マ
リ
地
て

ゴ
キ
の
し

□

津
力

キリスト教の愛と奉仕の精神で、40年の導きと支えていただいた中
津の地域に感謝し、これからの「新時代いずみの園」に向けて一層努

櫨
ず
み
の
園
だ
よ
り
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